
卒 業 論 文 要 旨 (昭和 40年産生 )･ニ=̀-.='･'.I-,A.- "=二三二

｢ 埼韻 珊 山麗越餌 周辺の軍 学的考察 -

運璽
青 木 和 子

目 次

恭 一 牽 地域 の概 観

第 二 牽 地 形

弟 三 牽 轟黄 と盛薫 に 関連 した地域 座薬

第 - 節 農芸の現況

第 二 節 養 蚕 業

第 三 節 林 業

第 四 牽 地 域 性

調査地域は埼玉県入間郡の北西部に位置 し東京から約50KEnの刑頚断てあ9,番は八王子構造線と

よばれも古い断層畠によって古期山地が発達し束はこの山地を源とする越辺川と高犀川の合成扇状

地からできている｡この扇状地鶴 侵鈍 隆起を数回く摘 ､えし数段の小起伏の台地田を形成 L>.

ほほ北東方向に高度を演じ,.関東造盆地運動の影響と思われる｡

r各台地面の境界は明瞭恵良による所が少 く傾斜のちがい, 閃折の庶%, ロ-ム層の堆積をどによ

って分類した｡台地面のローム層の堆積は｣投に2-5甲で南の入間台地と比べると薄く, ローム

層の下は西部の秩父古生眉起源の亜角碑層が堆積L, その下鴫 第三紀の青色頁岩が基盤と怒って

いる｡

このように西から東へ山虜か ら丘晩 台地低地と地形の変化が,盛業の形鴎 経営規模をどにあ

らわれ相当の格差がみられるb

西の山庶地域は一戸当の耕地面積は平均5-5反の鹿家で盛菜収入も10万円以下の階層が圧倒

的で叫投に零細恵良業際署である.そのために盛況以外の林為 絹練物鞄 建具業などに古 (から

従事し第二度簸盛の多が高い･Q十方東の平抱地へ行くにつれ耕地面積も平均6-9反へと増し盛業

収入も10-20万円層が大半を占め盛業を主にする地域で中盤型が多い｡敢近は都市労勘考とし

て外-出ていく農家が多い恥 収入面では農薬収入の方が高く｢股に出稼ぎとして蓮閑朗を利用し

ている｡

全地区を通して兼業による収入が増えた事で農業に対する積極的改亀 近代化は余 b見 られjT,
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局部的には蕃琴 蕃豚の大規模を企業線鋸 桁 われているが,づ投に従来通Dの農業を行っている｡

この地域の特徴として 着轟普及率 も50-70多と県の平均 (50多)を上壇わb現在も県の有

数を車重地域であD,今後も蕃蚤を中心とした盛業経静を行っていくようである｡

西部は林業は江戸時代からの伝統的産業で短期伐採と労働力を多く使う事が尊敬とをっていて榛

ひのきの良材地として有名である萌 現在は人手が都市労働者として吸収書れ叉外国材の安価をも

のの導入で昔のようを活発亨は浸く怠っている｡ しかしこの地域の重要を桑葉の一つとして現在 も

その地虻を保っている.

周辺の地理学的考察

⊂ 竺 浅 井 美 恵 子

弟 一･守 :調 査 地域 の 自然 環 境

調査地域は富士山嵐雛 北は丹沢山粗 動ま箱根外輪LLi 南西峠変関山に囲まれた南北15Km､

東西 11Kmにわたる盆地状の地域である.御殿場市街附近で海抜4567TLの高原T,市街と富士山

頂を結ぶ線が,南流する黄瀬川と北流する酒勾川の分水嶺となっている｡地形鴫 富士山麓区,黄

瀬川低地及び段丘区,酒勾川低地及び段丘E,箱根火山斜面区,丹沢山地斜面区の5つに区分され

る｡

鍔 = 牽 : 人 文 招 鋭

本地城は古代か ら東西交通の素点として栗えた所T,特に明治22年の東海道線の開通によって

御殿場鳴 物資集散の払 富士登山口として俄かに発展した｡明治45年に鴫 御殿場を中心吟

北の小山四㌔ 南の裾野町にまたがる9021町歩の富士中腹が,陸軍の演習場に設定された｡当時

は村民による入会が行をわれていたカ～ 昭和25年iJ'q連合国軍によ9静区されてか らは,演習地

内での入会は禁止され 農民に大 きを影響を与えている｡

第 三 牽 :良 尭 土 地 利 用

御殿場を中心とする富士文題も 縄文時代からの人類居住の歴史をもち 火山山鹿であDをがら

水に恵まれていた為 早 くか ら水田が甲U,現在も農用地の 60藤余如 凍 甲である｡水稲農家は

全農家の85多を占叫 米は農産物軍産高の 54･1多を占める｡そして永田はその97･5多迄が1

毛作田で,農業鴫 水田単1排作型である｡ しかし水稲を中心忙しをがらも作 目的には多彩ち 水

掛け亀 水掛け麦,山葵芝･桑 ･茶 ･牧草･花井等が鎗培されている｡文章執 養豚を中心とする

畜塵 も,演習場補償事業との関係ち 近年さかんになってき鶴 盛業用水鴫 湧水地を源として山
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